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【進捗状況】

≪基本目標１≫地域経済循環を拡大しての雇用の創出

　数値目標

新規農業従事者数：平成31年度累計10人（平成24～26年度 平均2人）

　　　　　　　　　平成27年度　7人　　平成28年度　8人　　平成29年度 　11人　　平成30年度　　13人　　累計  39人

新規漁業従事者数：平成31年度累計15人（平成24～26年度 平均 2人）

　　　　　　　　　平成27年度　2人　　平成28年度　2人　　平成29年度　1人　　平成30年度 　２人　　累計　７人

新規雇用創出数：平成31年度累計80人（平成26年度　実績5人）

　　　　　　　　平成27年度　7人　　平成28年度　0人　　平成29年度　1人　　平成30年度　6人　　累計　14人

※創業件数　平成27年度　8件　　平成28年度　7件　　平成29年度　9件　　平成30年度　9件（雇用創出数は親族以外の人数を計上）

1



《具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）》

（1）農業及び漁業の振興

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

開催数(回) ― 30 13 24

参加者数(人) ― 12 44 28

開催数(回) 4 4 4 4

参加者数(人) 43 41 37 29

具体的な施策

主な取組概要

主な取組概要
基準値

（平成26年度）

累計相談件数　25件
（平成31年度）

実績値
(単位：件）

ＫＰＩ・実績値

―

<新規農業従事者の確保>
・農業経営を継承する後継者や新
たに農業を始める新規就農者への
支援

具体的な施策

・相談件数5件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

基準値
（平成26年度）

ＫＰＩ・実績値

担当課

農林課

担当課

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

累計相談件数　25件
（平成31年度）

千葉県実施による新規漁業者確保定着支援事業を通じ、新規で夷隅
東部漁協所属漁船への就漁希望者相談を実施

水産商工課

7 31

進捗管理

9 19

担当課

水産商工課で実施した就農・移住者向けツアー、農業講演会、おた
めし農業等の開催や農業事務所と連携した新規就農希望者の就農相
談を行った。

進捗管理

22 6919

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要

実績値
(単位：件）

8 15 1

<新規漁業従事者の確保>
・漁業経営を継承する後継者や新
たに漁業を始める新規就漁者への
支援

<未来の農家・漁師の育成>
・小中学校での農業・漁業体験教
室の開催

（農業体験教室）
―

（漁業体験教室）
・開催数4回

・参加生徒数42人

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

農業・漁業体験教室
・開催数各5回

・参加生徒数各45人
（各年度） 【農林課】

夷隅小学校（旧中川小学校、旧国吉小学校）の生徒28人を対象に24
回、有機米づくりや生きもの調査等の教育ファームを行った。
【水産商工課】
魚貝類の種苗生産や中間育成等の学習や実習・体験により、漁業に
対する知識や認識を深め漁業後継者の育成に努めることを目的に、
①地元干物加工業者で干物加工体験学習、地元の海の歴史学習②未
利用魚を活用したご当地グルメ、じあじあつくり③大原漁港でイセ
エビ漁等体験学習④いすみ市食生活改善協議会による魚貝類の魚食
普及学習の計４回を開催

農林課

水産商工課

（農業体験教室）

（漁業体験教室）
実績値
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（2）事業拡大・新規創業支援

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

開催数(回) 2 3 3 2

創業支援者
数(人)

37 45 47 53

創業者数(件) 8 7 9 9

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

水産商工課

・平成27年10月に国の認定を受けた「創業支援事業計画」を、平成
32年3月31日まで延長し、地域経済の活性化を図り、市内での創業・
起業を促進することを目的とし、平成27年度から創業セミナーを実
施。
・いすみ市商工会の協力及び連携により、平成27年度から創業塾を
全6回の日程で実施。
・いすみ市産学金官地域ラウンドテーブルを年2回開催し、いすみ市
商工会、地域金融機関、千葉大学等と連携を図り新規創業者の支援
や、事業者における新たな雇用の創出に取り組んでいる。

0

基準値
（平成26年度）

ＫＰＩ・実績値
進捗管理

主な取組概要具体的な施策

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

実績値
（単位：人）

進捗管理
主な取組概要

新規学卒者の雇用創出数累計　34人
（平成31年度）

― 0 0 0

・地（知）の拠点大学における地方創生推進事業（COC+）は平成27
年度より始動した文科省のプロジェクト。千葉県の人口減少エリア
に若者が将来的に働きながら、住み続けられるような仕組みを構築
するため、大学教育及び地元行政、民間企業と共に事業を実施。千
葉大学は、いすみ市を重点地域とし、ハブオフィスを構え、地域
コーディネーターが週3日程度勤務。平成29年度には、大原商店街の
既存建物の一角を改修し地域で活動する拠点の場とし、若者がいる
商店街、多様な世代の交流場所、そして新たなビジネスを生み出す
場、地域解決策や自らのスキルを活かし創業へのトライアル実践の
場として活用できる取組を行っている。
・市では、千葉大学、早稲田大学、武蔵野美術大学、千葉工業大
学、跡見学園女子大学と域学連携事業の協定を結び、市内各所で学
生提案プロジェクトを実施、展開している。

<クラウドファンディングを活用し
た新規事業の創出、事業の拡大>
・いすみ市産学金官地域ラウンド
テーブルを活用し、クラウドファ
ンディングによる創業・事業拡大
を支援 実績値

（単位：件）
0 1 0 2

<新規学卒者の確保>
・COC+で大学と連携して雇用を創
出

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

担当課

水産商工課

担当課

担当課

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

ファンド組成　２件
（各年度） ・市ではクラウドファンディング活用支援事業補助金（投資型）・

クラウドファンディング利用手数料助成事業補助金（寄付型・購入
型）の補助金交付要綱を定め、クラウドファンディングの手法によ
り資金を調達し、新たな事業展開を実施する者へ支援する仕組みを
構築。

主な取組概要

水産商工課

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

・開催数４回
・創業支援者数66件
・創業者数10件
（各年度）

実績値

<創業支援の強化>
・産業競争力強化法に基づく「創
業支援事業計画」に沿い、いすみ
市産学金官地域ラウンドテーブル
を開催し、起業・創業を促進

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

―
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27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

118 116 122 470

主な取組概要 担当課

<中小企業への支援>
・中小企業の設備資金に係る利子
補給を実施

設備資金利子補
給金累計交付件
数　126件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

700件
（平成31年度）

市内に店舗、工場、事務所を有する会社及び個人に対して予算の範
囲内で利子補給金を交付し、中小企業の振興を図る。

水産商工課

実績値
（単位：件）

114

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

<企業育成と雇用促進>
・地域経済の活性化と雇用の創出
を図るため、一定要件の事業者に
立地奨励金、雇用促進奨励金を交
付

立地奨励金、
雇用促進奨励金
累計交付件数
1件
（過去5年間）

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

2件
（平成31年度）

いすみ市における企業の育成を図り産業の振興と雇用の促進を図る
ため、対象事業者の事業開始にともない、新たに１年以上引き続い
て本市に住所を有する者を常用雇用した事業者に対し交付する雇用
促進奨励金（１回限り）、対象事業者の固定資産税相当額を限度と
して交付する立地奨励金（５年間）を交付し奨励措置を講ずる。

企画政策課

実績値
（単位：件）

1
（立地
奨励金）

1
（立地
奨励金）

1
（立地

奨励金）

1
（立地

奨励金）

4
（立地

奨励金）
※交付
企業数
（1）

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要 担当課
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《基本目標２》地域資源の価値を再認識しての地域所得の向上

　数値目標

農業所得（販売金額）：平成31年　21億3千万円（平成26年実績20億8千万円）

　　　　　　　　　　　平成27年　22億2千万円　　平成28年　24億0千万円　　平成29年　24億9千万円　　平成30年　19億6千万円

いすみブランド産品水揚金額：平成31年度　2億4千万円（平成24～26年度　平均2億円（タコ含む2億7千万円））

(アワビ、サザエ、イセエビ)   平成27年度　1億6千万円（タコ含む3億円）　　平成28年度　2億1千万円（タコ含む2億3千万円）　　平成29年度　2億8千万円（タコ含む4億3千万円）

                             平成30年度　1億6千万円（タコ含む2億7千万円）

観光入込客数：平成31年度　60万人(平成25年度31.2万人）

　　　　　　　平成27年度　40万人　　平成28年度　38.3万人　　平成29年度　41万人　　平成30年度　45万人

《具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）》

（1）農水産物のブランド化

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

加盟店舗数
（件）

17 17 17 17

商品開発
（件）

― 1 1 0

具体的な施策

<いすみブランドの認定>
・いすみ市代表する農水産物等の
ブランド化を図り、付加価値を高
めた上で販路拡大を図り、生産者
の所得向上と地産地消により産業
を育成

具体的な施策

<特産品の開発>
・地域の食材等を積極的に使用し
食を活かした新たな観光の推進

実績値

主な取組概要 担当課

波の伊八めし加
盟店舗数　19件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・波の伊八めし加盟店舗数　25件
（平成31年度）

・有害鳥獣を活用した商品開発　1件
（平成31年度） 【水産商工課】

伊八めし加盟店、波の伊八彫刻所有寺院相互でチラシを共有するな
ど連携したＰＲ活動を実施。
【農林課】
有害鳥獣キョンの皮を加工し印伝を開発。また、講演会、ワーク
ショップ、狩猟ツアー等を実施している。

水産商工課

農林課

2 0 22

基準値
（平成26年度）

ＫＰＩ・実績値
進捗管理

主な取組概要 担当課

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

ブランド化品目数　15品目
（平成31年度）

農水産物の価値や生産者の所得の向上を図るため、農水産業者と連
携を図り現在取り組んでいる「魚の活け締め」や「天日干しのお
米」を更に付加価値をつけるべく研究や有識者からの講義や研修を
得てブランド商品になるべく技術の向上に取り組み、親交のある料
理人等に活用していただきPRすることで販路の拡大を図る。
30年度は「活〆サワラ」のブラッシュアップ、酒米を作付けしオリ
ジナル日本酒の作成などに取り組んだ。

水産商工課

実績値
（単位：品目）

12 8

基準値
（平成26年度）

ＫＰＩ・実績値
進捗管理
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27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

農家数(件) 10 15 23 24

作付面積
(ha)

4.5 8.7 13.8 17.1

（2）港の朝市の定着と拡大

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

来場者数
(人/回)

3000
(月2回開
催・年間
28回）

2000
（毎週日
曜日開
催・年間
計54回）

2000
（毎週日
曜日開

催・年間
計61回）

2500
（毎週日
曜日開

催・年間
計54回）

年間売上
(万円)

7,800 9,700 9,900 10,600

進捗管理
主な取組概要 担当課

<港の朝市の定着と拡大>
・朝市と連動した体験型観光の開
発（エコツアー等）
・市外でのイベントでの「港の朝
市」、いすみブランドのPR
・JRと連携しての大原駅から朝市
会場までのバス運行、旅行会社と
連携しての都市圏からの直行バス
の運行等による観光客の利便性増
進

・来場者数
　3,500人/回
・年間売上
　6,500万円

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・来場者数　7,000人/回
（平成31年度）

・年間売上　10,000万円
（平成31年度）

港の朝市への新規来場者及びリピーター確保のため、夏季観光シー
ズン及び冬季観光オフシーズンに旬の産品を活用したイベントをそ
れぞれ２ヵ月間実施した他、午後開催の夕市などの企画を実施。港
の朝市の定着と拡大を図った。
その他、出張港の朝市として都内商店街での朝市商品販売及び宣伝
活動を行い、港の朝市への集客を図っている。
　

≪開催回数が減少したにも関わらず、年間売り上げが上昇した件≫

”港の朝市の定着と拡大”を基に施策をすすめたところ首都圏を
はじめとしたＰＲや旬を活かしたイベントを開催し集客を図ってい
る。
近年では、年間の開催回数を減少させたが、効果的な開催ができ、
売り上げや出店者の増加となり、認知度や入込客数も上昇した結果
である。
平成３０年度では、年間売上10,000万円を達成した。

水産商工課

実績値

<有機米産地への推進>
・消費者のニーズに即した安心、
安全な農作物の提供による生産者
の所得向上

・農家数　3件
・作付面積
　　　　1.1ha

実績値

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

主な取組概要 担当課

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・農家数　30件
（平成31年度）

・作付面積　30ha
（平成31年度）

ＫＰＩ・実績値
進捗管理

学校給食全量有機米使用や国際鍵ICEBA等を通じて、産物や産地のPR
を実施した結果、有機米の販路開拓に成功し、販売数量が増加、そ
れに伴い生産量が拡大した。

農林課

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
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（3）交流人口の増加

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

旅行企画商
品JR等
(企画）

3 3 6 10 22

参加者数
(人)

1143 621 2290 1889 5943

多言語パン
フレット

4か国語
作成

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

利用件数
(件)

55
(88人)

実施事業者
(件)

0 0 0 0 0

・【観光タクシー】利用件数　650件
（平成27年度）

・【市内タクシー事業者との連携による観光タクシーの商
品開発や観光コースの設定】累計実施事業者　1事業者

（平成31年度） ・上記ふるさと旅行事業の実施により、二次交通としての観光タク
シーの利用を組み込み、モデルコースとなる観光コースの設定をし
ているものの、市内タクシー事業者による観光タクシーの商品開発
には至っていない。

オリンピッ
ク・観光課

実績値

<旅行商品の開発>
・JR及びいすみ鉄道との連携
・JAF等と連携した着地型観光の推
進
・地域での二次交通を活かした観
光モデルコースの設定
・市内の文化財を活用した文化財
めぐり
※各コース等について、Wi-Fi環境
の整備、多言語表示看板の設置や
パンフレットの作成等、受け入れ
態勢の充実を図る方策を検討す
る。

旅行企画商品
1企画

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・累計5企画
（平成31年）

・累計参加者数300人
（平成31年度）

・多言語パンフレットの作成4か国語
(平成27年度）

・ふるさと旅行事業と称し、市への旅行を企画する旅行事業者に対
し、当該旅行の実施に要する経費の一部を助成する事業を実施して
いる。平成29年度から、ＪＲ東日本企画千葉支店との連携により、
二次交通として乗り合い観光タクシーの利用を設定のうえ、地魚を
提供する昼食といすみ鉄道の利用、及び市内の文化財巡りを共通の
内容とし、港の朝市へ誘導する日曜日限定の朝市コースと日曜日以
外の里山コースの２コースを設定。平成30年度は111名の利用があっ
た。

・上記事業のほか、観光客誘致を目的として、条件（市内の観光施
設等に３箇所以上利用）を満たしたうえで、市外からのバスツアー
を企画した事業者に対して補助を実施している。（１台あたり日帰
りバスツアー30,000円、宿泊を伴う場合は50,000円）平成29年度と
同様に平成30年度も日帰りツアーのみであったが、バス50台、1,778
名の利用があった。

・観光客受け入れ態勢の充実を図るため、平成28年度に市内公共施
設を対象として計22箇所に無料グループWi-Fiを整備、さらに平成29
年度は、市内民間宿泊施設３箇所、平成30年度は市内公共施設１箇
所に整備した。

オリンピッ
ク・観光課

実績値

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要 担当課

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要 担当課

<観光型二次交通助成>
・観光タクシー利用助成
・市内タクシー事業者との連携に
よる観光タクシーの商品開発や観
光コースの設定

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）
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27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

検討委員
会開催
1回

視察研修
4回

検討委員
会開催
3回

打合せ1
回

検討委員
会開催
3回

打合せ2
回

主な取組概要 担当課

<情報発信拠点の整備>
・観光情報の発信や農作物の直売
等を行う施設の整備

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

「(仮称)いすみ里の駅」の検討
（平成31年度まで）

市内産品の販売及び情報発信拠点等の役割を果たすため、里の駅の
整備検討を実施。候補地選定や規模確定のための基礎調査を実施し
たほか基本構想（案）の作成を実施。

水産商工課

実績値 ―

実績値
（単位：件）

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

<問合せ窓口のワンストップ化>
・観光協会の観光プラットフォー
ム機能等の充実

体験プログラ
ム・特産品等取
扱い　40件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

体験プログラム・特産品等取扱い　80件
いすみ市に来訪いただいたお客様にいすみの夏の特産品を「見て」
「手にして」「食して」いただけるように、アジ釣り体験、摘み取
り体験、そば打ち体験などの体験交流イベントを実施。H29年度より
「港の朝市」においてイセエビ漁解禁に合わせ「イセエビ漁ウォッ
チング」が新たに実施された。

水産商工課

11 10 13 16

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要 担当課
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《基本目標3》都市通勤圏にある自然豊かな地域性を生かしての人口減対策

　数値目標

社会増：平成31年度　50人(平成26年度社会減74人）

　　　　平成27年度　-61人（転入：1,140人　転出：1,201人）　平成28年度　-195人（転入：1,065人　転出：1,260人）　平成29年度　-34人（転入：1,204人　転出：1,238人）

　　　　平成30年度　-90人（転入：1,212 人　転出：1,302 人）

《具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）》

（1）移住・定住の促進

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

移住(件） 26 24 28 46 124

(相談者数
(件))

242 176 117 113 648

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

31

実績値
（単位：件）

主な取組概要 担当課

<地域おこし協力隊> 委嘱人数0人

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

累計25人
（平成31年度） 平成27年度から平成30年度までの間、地域おこし協力隊を累計31名

委嘱。現在15名が活動している。星空観望会・撮影ツアーやインバ
ウンドの推進、地場産品を活用した加工品の開発、有害鳥獣対策な
どに取り組んでいる。これまでに任期終了者は16名（１年未満含
む）。3年間の任期終了した9名の内、8名はいすみ市へ定住。市内で
起業・就業している。

企画政策課

実績値
（単位：人）

10 11

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

5 5

主な取組概要 担当課

<PRイベントの実施>
・八重洲移住交流情報ガーデンや
千葉市内等でのフェアの開催
・イベント、物販の際の移住PR
<お試し居住の実施>
・移住・定住希望者を対象とした
生活体験の機会の提供
<相談窓口の設置>
・「いすみ暮らしサロン」等、移
住・定住相談所の開設
<居住情報の提供>
・空き家バンクによる情報提供
<通勤・通学補助>
・転入者特急料金券購入補助金交
付事業の実施
・大学生、専門学校生への特急定
期補助の検討
・通勤者用駅駐車場の整備の検討
<住居補助>
・若者定住促進家賃補助金交付事
業の実施

いすみ市への移
住を具体的に検
討している件数
8件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・年間10件
・累計50件

（平成31年度）

・ふるさと回帰フェア・JOIN移住交流地域おこしフェアへ参加し、
いすみ市の知名度向上と移住希望者へのPRと相談の対応。
・お試し居住では、施設を市が借り受け全8回実施。19件の応募があ
り、7組利用実績。利用者の当市への移住可能性の割合で80％以上の
回答が1組。
・市の窓口、メール、電話での相談が245件あり、いすみ暮らしサロ
ン及び移住フェアでの相談並びにツアーの参加者は113件。
・転入した通勤者への特急料金券購入補助の交付者は3名、通学者へ
の交付者は1名。
・通勤通学用駐車場補助金について、平成28年3月に要綱を設置し交
付者は5名。
・空き家バンクへの、登録物件は81件であり現在1件の物件について
募集している。平成30年度は新規6件の登録物件があり、利用登録は
41件。

水産商工課

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
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（2）子育て支援

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

（アンケート調査或いはニーズ調査に
ついて、計画最終年度に実施を予定す
る。）

主な取組概要 担当課

<出産奨励給付金>
・新生児のための紙おむつ、ミル
ク、チャイルドシート購入支援

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

アンケートによる事業達成度80％
（平成27年度） 少子化と人口減対策として、新生児に対し出産祝金を支給すること

により、新生児の将来における健全な家族構成及び市の人口増に伴
う活性化に寄与することを目的として、紙おむつ、ミルク、チャイ
ルドシート等の購入に係る経費に対して補助を実施した。（平成27
年度事業終了）

福祉課

実績値
（単位：％）

100

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

<いすみ市子ども・子育て支援事業
計画に基づく子育て支援>
(主な事業）
・育児や家事等の支援を必要とす
る子育て家庭へのヘルパー派遣の
実施
・昼間保護者等のいない児童の放
課後及び土曜日の預かり事業の実
施
・子どもが病気の際に自宅での保
育が困難な場合の病児保育の実施
・全保育所での午後7時までの延長
保育の実施
・一部保育所での正午から午後7時
まで土曜延長保育の実施
・第3子以降の保育料原則無料
・4歳、5歳児の保育料5％減額
・認定子ども園化の推進
・予防接種費用助成の実施
・1歳～4歳集団検診による歯科検
診とフッ素塗付の無料化

いすみ市は子育
てしやすい環境
と感じるか
66.5%が肯定的な
評価
（「とてもそう
思う」と「どち
らかといえばそ
う思う」の合
計）

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

80％以上が肯定的な評価
（平成31年度）

【福祉課】
・子育て家庭の精神的、肉体的負担の軽減を図るため子育てヘル
パー派遣事業を実施。H30年度利用者3名　65回利用。
・対象者を小学校１年から６年生までとした放課後児童健全育成事
業の実施。
・病気の治療中又は病気の回復期のため他の児童と集団生活が困難
な児童について、一時的に医療機関に預けることにより子育てと就
労の両立を支援する病児保育事業の実施。H30年度　338名利用。
・保育所事業については、全保育所において月曜日から金曜日まで
午前７時から午後７時までの延長保育を実施、一部保育所では土曜
延長保育として正午から午後７時まで実施。認定こども園において
は休日保育を実施。また、第3子以降は保育料無料を実施している。
・認定こども園については、平成30年4月より保育所型認定こども園
として開園。
・子育て支援センター３か所において、乳幼児親子が集える場を提
供し、親子交流や育児相談を実施。

【健康高齢者支援課】
・市独自で実施している任意予防接種の全額費用助成の実施。
　「ロタワクチン」「おたふくかぜワクチン」について、現在も継
続して実施している。
・1歳から4歳までの子どもの歯科検診とフッ素塗布について、現在
も継続して実施している。平成30年度平均受診率は82.2％

福祉課

健康高齢者
支援課

実績値 ―

主な取組概要 担当課具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
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（3）高齢者支援

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計
具体的な施策

基準値
（平成26年度）

ＫＰＩ・実績値
進捗管理

<地域の生活拠点づくり>
・高齢者の生活の利便性の確保の
ための、各種行政サービスや買い
物等の拠点整備

検討

<高齢者福祉の充実>
・高齢者が生き生きとした生活が
送れ、必要に応じた医療サービス
を受けられる体制の構築

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

「(仮称)いすみ市版プラチナタウン構想」の検討
（平成31年度まで）

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包
括ケアシステムの構築に向けた、医療・介護連携に係る広域連携会
議による協議を実施している。

健康高齢者
支援課

実績値 検討 検討 検討

基準値
（平成26年度）

ＫＰＩ・実績値
進捗管理

主な取組概要 担当課

主な取組概要

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

郵便局等との連携による、地域の生活拠点の整備3か所
(平成31年度まで）

具体的な施策

平成２７年度から、ＮＰＯによる移動販売車を使用した買物支援事
業（まごころ便）を、週５日市内５コースで実施していたが、利用
者減少のため、平成３１年２月より週４日市内４コースを回ってい
る。
※市内４コースとなったが、市内全域を回っている。

健康高齢者
支援課

・週5日
・市内5
コースで
実施

・週5日
・市内5
コースで

実施

・週5日
・市内5
コースで
実施

・週4日
・市内4
コースで
実施

実績値 買物支援

担当課
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《基本目標4》豊かな自然環境、子育て支援の充実を発信しての地域の魅力の向上

　数値目標

いすみ市に住み続けたいという住民の割合：平成31年度80％（平成24年度71.5%）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年度―％　　平成28年度―％（アンケート実施中）　　平成29年度 70.3％　　平成30年度―％

《具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）》

（1）情報発信力の強化と効果的な発信

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

(相談者数
(件))

242 176 117 113 648

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

40

771 788 755

38.3 41 45
観光入込客
数(万人)

829

主な取組概要 担当課

<観光プロモーションの実施>
・旅行・交通事業者と連携したPR
・マスメディアへの情報提供

・全国自治体認
知度ランキング
779位
・観光入込客数
31.2万人

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・認知度500位代
（平成31年度）

・観光入込客数32.4万人
（平成27年度） ・ＪＲ東日本企画千葉支店との連携により実施した旅行商品企画の

ＰＲと併せ、波の伊八彫刻をはじめとする文化財や港の朝市及びい
すみ市の食材をＰＲすることにより、いすみ市産品の市場認知度向
上やブランド力の向上を複合的に繋げることを目標に、ＪＲ東日本
の首都圏主要駅びゅうプラザへ日帰り旅行パンフレットを掲出し
た。

オリンピッ
ク・観光課

実績値

認知度ラン
キング(位)

具体的な施策
基準値

（平成25年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

実績値
（アンケート調査或いはニーズ調査に
ついて、計画最終年度に実施を予定す
る。）

<子育て支援の充実を発信>
・いすみ市子ども・子育て支援事
業計画に基づく子育て支援に関す
る情報発信（再掲）

いすみ市は子育
てしやすい環境
と感じるか
66.5%が肯定的な
評価
（「とてもそう
思う」と「どち
らかといえばそ
う思う」の合
計）

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

80％以上が肯定的な評価
（平成31年度）

（再掲） ・福祉・保険・教育など子育てに関する様々な情報をわかりやすく
まとめた「子育てガイドブック」を配布。
・ホームページを活用し子育て支援事業やイベント等の情報発信を
実施。また、子育て支援事業ごとにチラシを作成し市内公共施設に
掲示。

福祉課

―

移住(件)

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要

24 28 46

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

実績値

主な取組概要 担当課

<PRイベントの実施>
・八重洲移住交流ガーデンや千葉
市内等でのフェアの開催
・イベント、物販の際の移住PR
（再掲）

いすみ市への移
住を具体的に検
討している件数
8件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・年間10件
・累計50件

(平成31年度）
（再掲）

・ふるさと回帰フェア・JOIN移住交流地域おこしフェアへ参加し、
いすみ市の知名度向上と移住希望者へのPRと相談の対応。

水産商工課
26 124

担当課
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（2）農水産物オーナー制度の実施と拡大

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

<農水産物オーナー制度>
・いすみ米以外のオーナー制度の
実施

1品目

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

累計5品目
（平成31年度）

いすみ米以外の農水産物のオーナー制度を実施している。３０年度
現在は、梨、味噌のオーナー制を実施。３１年度よりゴマのオー
ナー制を新たに実施予定。

農林課

1
実績値

（単位：品目）
― 1 0 0

17.4ha

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要

<農水産物オーナー制度>
・「いすみ米オーナー制度」の実
施

・参加者
・水田面積

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・参加者累計45組480人
(平成31年度）
・水田面積30ha
（平成31年度）

水田面積
(ha)

4.5 8.7 17.4 17.4

いすみ米オーナー制度のＰＲ、募集、情報発信を行い、田植え、除
草、稲刈りまでの一連の作業の体験や、昼食で釜炊きしたいすみ米
と田舎料理の提供について事業連携をした。

農林課

実績値

参加者数 15組62人 21組67人 27組152人 36組158人 63組281人

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
主な取組概要 担当課

担当課
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（3）ロケ誘致による地域の魅力発信と地域の魅力の再認識

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

（4）サーフィンを通じた地域の魅力向上

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

1 0 0 1

主な取組概要 担当課

<受入体制の整備>
・PRイベントにおけるサーフィン
に関する情報発信の実施
・「いすみ暮らしサロン」等の移
住・定住相談所にサーフィンに関
する窓口を設置
・市内在住のサーフィン関係者と
の意見交換等による課題の抽出と
施策の実施

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

サーフィンをきっかけとする移住相談件数累計5件
（平成31年度）

【オリンピック観光課】
・サーフィン事業者団体イベント（サーフタウンフェスタ）運営に
対し補助を実施したほか、東京2020オリンピック・パラリンピック
大会に対する機運の向上及び住民の関心を高めること等を目的とし
て、県内外から相当数の参加者及び見学者の来訪が見込まれるサー
フィン大会の開催を支援し、地域ＰＲ及びサーフスポットのＰＲ等
を実施した。
【水産商工課】
・いすみ暮らしサロン等で、ライフワークバランスとして趣味や
サーフィンについての対応はしているが、サーフィンをきっかけと
して、移住を考えている相談件数は0件。

水産商工課

オリンピッ
ク・観光課

実績値
（単位：件）

0

203

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

<ロケーションサービスの実施> 6件

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

主な取組概要 担当課

累計30件
（平成31年度）

・引き続き、制作者を対象としたロケハンツアーの実施や専用ホー
ムページ、ロケ情報サイト、ロケ情報誌等への掲載、また、ロケ
ツーリズム協議会でのシティーセールスなどで積極的にいすみ市の
豊富な自然やグルメ、ロケ地の情報発信を行い、テレビ・映画等の
ロケ誘致を展開すると同時にロケ隊へのいすみ市産品を差入れしグ
ルメの街“いすみ”のイメージ定着を図った。

・PR換算効果　約149億5106万円　※平成27年12月～平成31年3月ま
で

オリンピッ
ク・観光課

実績値
（単位：件）

11 36 66 90

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理
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（5）安全なくらしの確保

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 累計

91.6

2 0 2
新結成組織
数(団体)

97.9

0

97.4 95.9

主な取組概要 担当課

<消防・防災対策の推進>
・消防団・自主防災組織の充実強
化

消防団員定員数
に対する団員数
の率　97.9%

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

・消防団員定員数に対する団員数の率　維持
（平成31年度）

・自主防災組織新結成組織数　4団体
（平成31年度）

・消防団
　消防団員募集について、いすみ市ホームページに掲載するととも
に、市役所庁舎において、ポスターの掲示、パンフレットの配布を
行った。
　
・自主防災組織
　自主防災組織について、いすみ市ホームページに掲載するととも
に、市役所庁舎においてパンフレットの配布を行った。
　自主防災組織結成促進について、行政協力員会議において説明し
た。また、行政協力員へ文書により、機会をいただければ行政区ご
とに説明に伺う旨を周知し、希望のあった行政区において、自主防
災組織結成に向けた説明会を開催した。

危機管理課

実績値

団員数の率
(％）

2 2

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

2

― ― ―

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

主な取組概要 担当課

<消防・防災対策の推進>
・各種ハザードマップの更新

―

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

ハザードマップの更新
（平成31年度）

・ハザードマップは、千葉県が実施している土砂災害警戒区域の調
査結果を踏まえ、定期的に修正を行っている。
　なお、ホームページ上の情報は常に最新のデータに修正してい
る。

危機管理課

実績値 ―

具体的な施策
基準値

（平成26年度）
ＫＰＩ・実績値

進捗管理

主な取組概要 担当課

<消防・防災対策の推進>
・各種避難訓練の実施

避難訓練の実施
回数　年2回

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

年2回

・いすみ市土砂災害避難訓練
　日時：H30.6.3（日）9：00～12：40
　対象：中川地区
　会場：夷隅地区多目的研修センター
　内容：避難訓練及び防災啓発
　参加者数：避難者237人、関係団体等154人、計391人
　参加機関：銚子地方気象台、陸上自衛隊高射学校、夷隅郡市広域
消防本部、いすみ警察署、いすみ市内郵便局、いすみ市消防団、NPO
法人日本防災士会千葉県北部支部、いすみ市女性の会・いすみ市赤
十字奉仕団、各行政区、協賛企業2社

・いすみ市津波避難訓練
　日時：H30.11.17（土）9:00～13:00
　対象：市内全域（津波避難対象地域）
　会場：２部会場　いすみ市立大原中学校
　内容：１部　津波緊急避難場所への避難訓練、
　　　　２部　現地対策本部の開設・運営、避難所の開設・受入、
　　　　　　　避難者の輸送、防災啓発、炊出し・給水支援訓練
　参加者数：１部：避難者2,003人　関係団体等412人　計2,415人
　　　　　　２部：避難者　609人　関係団体等183人　計　792人
　参加機関：防災科学技術研究所、陸上自衛隊高射学校、夷隅郡市
広域消防本部、いすみ警察署、いすみ市内郵便局、いすみ市消防
団、NPO法人日本防災士会千葉県北部支部、いすみ市女性の会・いす
み市赤十字奉仕団、各行政区、協賛企業11社

危機管理課

実績値
（単位：回）

2
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